
  

 

「スペクトロニクス株式会社」への出資について 
 

２０２６年１０月１日 

ＮＯＢＵＮＡＧＡキャピタルビレッジ 株式会社 

 

 十六フィナンシャルグループのＮＯＢＵＮＡＧＡキャピタルビレッジ株式会社（代表 

取締役社長 峠 清孝、以下「当社」といいます。）が運営するファンドが新たにスペクトロ

ニクス株式会社（代表取締役ＣＥＯ 長岡 由木彦、以下「スペクトロニクス」といいます。）

に出資いたしましたので、下記のとおりお知らせします。 

当社は、これからも、成長が期待できるスタートアップ企業への投資を通じて、地域  

経済と地域社会の持続的な発展に貢献してまいります。 

 

記 

 

 

 

 

 

１． 本件投資情報 

 

２． 出資について 

・ 産業用ピコ秒紫外レーザ領域で国内唯一の発振器メーカーであるスペクトロニクスが

製造するレーザ加工機は、半導体基板への極微細穴あけを実現しており、今後の半導体

製造プロセスにおいて不可欠な新しい価値を提供すると強く期待すること 

・ 半導体関連事業は、国の成長戦略１７分野の一つに位置付けられているだけでなく、 

十六フィナンシャルグループが拠点を置く岐阜県においても、「戦略産業クラスター」

に指定されており、スペクトロニクスの最先端技術を支援することは、当地域の産業成

長や活性化が期待されること 

・ ２００４年の設立以来磨き上げられてきた高度なレーザ技術の実績に加え、２０２１年

から会社を率いる代表の長岡氏の優れたマネジメントと実行力により、世界のものづく

りに貢献し得る強力なチームであると確信すること 

などの理由から出資いたしました。 

対象ファンド ＮＯＢＵＮＡＧＡ Ｇｒｏｗｉｎｇ Ｆｕｎｄ投資事業有限責任組合 

出 資 日 ２０２６年９月３０日 

出 資 形 態 株式の引受 



３．スペクトロニクスについて 

 

（当社製品） 

 

 

■ スペクトロニクスについて 

スペクトロニクスは、半導体および実装基板、半導体製造・検査装置、電子部品の微細

加工等（主に穴あけやパターニング）に使用されるレーザ装置に光源として各波長   

（深紫外（ＤＵＶ：２６６ｎｍ）・紫外（ＵＶ：３５５ｎｍ）・グリーン（５３２ｎｍ））の

ピコ秒レーザ発振器を提供しています。また装置化に必要な光学系の提案、開発、販売も

行っています。 

企業Ｍｉｓｓｉｏｎに「先進レーザ技術で産業の革新に貢献する」を掲げ、産業用   

超短パルスレーザ日本唯一のＭａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎメーカーとして、国内でのレーザ

発振器開発、生産、販売、アフターサービスに注力しています。 

 

以 上 

 

【ご照会先：十六フィナンシャルグループ（広報） ＴＥＬ ０５８－２６６－２５１１】 

代 表 者 代表取締役ＣＥＯ 長岡 由木彦 

所 在 地 大阪府吹田市垂水町３－２８－１５ 

事業内容 

短波長・超短パルスレーザ発振器の開発／製造／販売 

装置化に必要な光学系提案および加工検証などのレーザソリューション

提供 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.spectronix.co.jp/ 

https://www.spectronix.co.jp/

